
事業者の活動の規模に関する
量。例えば電気の使用量、貨物
の輸送量、廃棄物の処理量、各
種取引金額などが該当します。
社内の各種データや、文献
データ、業界平均データ、製品
の設計値等から収集します。

活動量あたりのCO2排出量。例えば、電気
1kWh使用あたりのCO2排出量、貨物の輸送
量1トンキロあたりのCO2排出量、廃棄物の
焼却1tあたりのCO2排出量などが該当しま
す。基本的には既存のデータベースから選
択して使用しますが、排出量を直接計測する
方法や取引先から排出量の算定結果の提供
を受ける方法（※）もあります。

基本ガイドライン
各カテゴリの概要や、基本的な計算式
を示したもの。カテゴリの中で複数の
算定方法が考えられる場合、複数の算
定方法を紹介します。

排出原単位データベース
サプライチェーン排出量算定に使用
可能な排出原単位を掲載したもの。利
用可能な海外の排出原単位データ
ベースの一覧も掲載しています。

×
×

排出原単位について
排出原単位の考え方や整備方針、使
い方、留意点等をまとめたもの。排出
原単位データベースの使い方等の詳
細を調べたい場合は本書をご使用く
ださい。

算定支援ツール
サプライチェーン排出量算定に活用
することができるエクセルファイル。
基本ガイドラインにおいて紹介されて
いる全ての算定方法を実現すること
ができます。

電気
1kWh使用あたりの

CO2排出量

貨物の輸送量
1トンキロあたりの

CO2排出量
貨物の輸送量

廃棄物の処理量
廃棄物の焼却
1tあたりの
CO2排出量

サプライチェーン排出量の算定方法 

基本的な算定手順第2章

基本式「活動量×排出量原単位」
サプライチェーン排出量の算定は、Scope1,2排出量とScope3排出量を合計して算定します。
（サプライチェーン排出量＝Scope1排出量＋Scope2排出量＋Scope3排出量）
本書ではScope3の算定方法を説明しますので、Scope1,2の算定方法については、環境省WEBサイト
「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度（http://ghg-santeikohyo.env.go.jp/）」をご参照ください。

基本式に代入する活動量と排出原単位の特定には、環境省のガイドラインやデータベースを活用することができ
ます。これらの資料は、環境省の運営するWEBサイト「グリーン・バリューチェーンプラットフォーム
（http://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/index.html）」に掲載されています。

活動量

基本式

排出原単位

電気の使用量

Scope3は基本式を
15カテゴリごとに計算し
合計して算定します。

排出原単位の例活動量の例

本書：裏表紙参照

※これらの方法は計測機器や取引先との協力体制等、様々な準備が必要なため、本書では基本式による算定方法について記載します。

基本ガイドライン：Ⅰ-17ページ参照
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算定໨的のઃ定
算定໨的の設定にࡍしては、1ϖーδの「サプライチェーン排出量を算定するϝリット」や
4ϖーδの「Ϗδωス΁の活用に޲けて」も参考にすることができます。
Ҏ߱のSTEPにおいて൑அに໎ͬた場合は、STEP1で設定した算定の໨的をもとにご൑அください。

STEP1

算定ର৅ൣғの֬ೝ
サプライチェーン排出量の算定のࡍには、グループ単位をࣗ社ととらえて
算定する必要があります。

STEP2

Scope3活動の֤カテゴリ΁の෼ྨ
サプライチェーンにおける各活動を、࿙れなくカテゴリ1ʙ15に
෼ྨしていきます。

STEP3

֤カテゴリの算定
STEP4-1ɿ 算定の໨的を考ྀし、算定方針をܾ定
STEP4-2ɿ データ収集߲໨を整理し、データを収集
STEP4-3ɿ 収集したデータを基に、活動量と排出
 原単位から排出量を算定

算定方針はSTEP1で設定した算定の໨的が実現
できるよ͏に、設定してください。

STEP4

サプライチェーン排出量算定の

4つのSTEP
Ίͷཹҙ఺ͨ͏ߦఆΛࢉఆ໨తʹԠͨ͡ద੾ͳࢉ
算定໨的の例を表̍ に掲載しています。ͦ れͧれの算定໨的ごとに必要となる算定ਫ਼度や算定ൣғがҟなり
ます。サプライチェーン排出量の算定においては、可能なݶり算定ਫ਼度・算定ൣғをߴめることが๬ましいと
されますが、算定ਫ਼度をߴめると算定の࿑力・ίストの૿େもݒ೦されることから、算定໨的にԠ͡た算定ਫ਼度
を意ࣝすることがॏ要と考えられています。よͬ て、算定໨的の設定にࡍしては、どのよ͏な事業໨的をୡ੒する
ために算定に取り૊Ήのかを౿まえ、算定໨的のୡ੒に必要な算定ਫ਼度などを明֬にしてください。
また、算定の໨的にもよりますが、算定はஈ֊的に取り૊Ήことが必要と考えられます。取૊のステップにつ
いては、基本ガイドラインI-18ϖーδをご参照ください。

サプライチェーン排出量の算定に当たͬては、
い৘報։示のߴଓ的な排出量の؅理やಁ明ੑのܧ
。的に算定をਐめることがॏ要ですܥ点から体؍
算定のେまかなSTEPはҎԼの௨りです。
࣍ϖーδҎ߱で各STEPについて説明します。

STEP1  算定໨的のઃ定

本書：11ページ参照

本書：10ページ参照

本書：8ページ参照

本書：7ページ参照

基本ガイドライン：I-17ʙ20ページ参照本書：1ɺ4ɺ21ページ参照
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いては、基本ガイドラインI-18ϖーδをご参照ください。
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い৘報։示のߴଓ的な排出量の؅理やಁ明ੑのܧ
。的に算定をਐめることがॏ要ですܥ点から体؍
算定のେまかなSTEPはҎԼの௨りです。
࣍ϖーδҎ߱で各STEPについて説明します。

STEP1  算定໨的のઃ定
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本書：10ページ参照
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基本ガイドライン：I-17ʙ20ページ参照本書：1ɺ4ɺ21ページ参照

表1ɹ算定໨的の例

算定໨的 ಺༰ 算定のཹҙ఺

サプライチェーン
排出量のશମ૾೺Ѳ

サプライチェーン排出量の全体૾（排出量૯量、排
出ݯごとの排出ׂ合）を೺Ѳし、サプライチェーン
্で༏先的にݮ࡟すべきର৅を特定します。

全体૾を೺Ѳするためには全カテゴリについて算定のカ
バー཰をߴめることがॏ要です。基本ガイドラインで
は、なるべくカバー཰をߴめることができるよ͏に事業
者が入ख可能な活動量に഑ྀした算定方法を掲載してい
ます。

ධՁࡉର৅のৄݮ࡟
特定したݮ࡟ର৅について、活動実ଶにଈしたより
ਫ਼度のߴい算定をߦい、۩体的なݮ࡟ରࡦのݕ౼に
໾ཱてます。

データベースのඪ準的排出原単位は平均的な値であるた
め、事業者の活動実ଶにଈした排出原単位や算定方法等
を用いる事が๬まれます。

೥ධՁܦのࡦରݮ࡟
サプライチェーン排出量をܧଓ的に೺Ѳし、ܦ೥ม
ԽをධՁすることにより、サプライチェーン排出量
の૿ݮをଊえ、ͦれによりݮ࡟ରࡦのਐ௙ঢ়گを೺
Ѳします。

೥でൺֱするために、算定৚݅をͦΖえる必要がありܦ
ます。またݮ࡟ରࡦのਐ௙Ҏ外にੜ࢈量、事業෼໺、製
品使用方法などによる૿ݮ要Ҽ΁の留意が必要です。࡟
するൣғを੾り出す、原単位Խする等によڹがӨࡦରݮ
りできるだけݮ࡟ରࡦのӨڹを直接೺Ѳできるよ͏な方
法でධՁすることも考えられます。
本書：21ページʮܦ೥ධՁʯ参照 ガイド：Ⅰ-19ʙ20ページ参照

ステーΫϗルμー
΁の৘ใ։ࣔ

ࣗ社のサプライチェーン排出量を։示し、౤資Ոや
ফඅ者、஍Ҭॅຽ等の利֐関܎者にରするࣗ社の活
動に関する理ղをਂめてもら͏ことができます。

算定の考え方、લ提৚݅等を明示する必要があります。
また、ਖ਼֬ੑやಁ明ੑ֬อの؍点から、ୈࡾ者ূݕを受
。の一つですࢶすることも選択ݕ
本書：21ページʮ第ূݕऀࡾʯ参照

ଟ༷なऀۀࣄにΑΔ
࿈ܞऔ૊のਪਐ

サプライチェーン排出量とい͏ࢹ点をಋ入すること
で、ݸ々の事業者だけではできないよ͏なݮ࡟ରࡦ
をଞ事業者と࿈ܞしてਪਐします。

サプライチェーン্のサプライϠーと࿈ܞするέース
や、取引関܎のແいಉ業ଞ社とڞ௨の՝୊に取り૊Ή
έースが考えられます。どͪらも関܎者ؒでのద੾な৘
報ަ׵により、事業者の活動実ଶにଈした排出原単位や
算定方法等を用いる事が๬まれます。

量のPRݙߩݮ࡟

サプライチェーン排出量とߩݮ࡟献量(※)を一ॹに
公表することで、ߩݮ࡟献量の参考ࢦඪとして活用
することができます。
本書：20ʙ21ページʮݙߩݮ࡟量ʯ参照

献量Ҏ্にଞのサプライチェーン্で৽たなෛՙߩݮ࡟
がൃੜしていないかを֬ೝするために、ߩݮ࡟献に資す
る活動だけஅย的にଊえるのではなく、サプライチェー
ン排出量を೺Ѳすることがॏ要です。

。献することですߩにݮ࡟献とはࣗ社が提供している製品やサーϏス等が社ձ全体の排出量のߩݮ࡟※
ɹྨࣅの表現として、ݮ࡟ճආ、Avoided Emission、Product Inovation等があります（本書ではߩݮ࡟献とݺͼます）。
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算定ର৅とするൣғは、原ଇとして表 に̎示すൣғです。ࣗ 社として算定すべき૊৫的ൣғが原ଇとして
グループ単位（＝ࣗ 社＋グループձ社）であることや、1೥ؒの事業活動に܎るաڈ・ະདྷをؚΉ排出はイϝーδ
しにくいため詳しく説明します。

૊৫తൣғʹ͍ͭͯ
算定・報告・公表制度はグループ単位ではなくݸ社をࣗ社のൣғとしてରԠしますが、サプライチェーン排出量ではグループ単位をࣗ社のൣғとして
ରԠする必要があります。特に、グループ内ا業との取引がある場合は஫意が必要です。例えば調ୡ物輸送の場合、ଟくの場合はScope3カテゴリ4

の「輸送・഑送（্ྲྀ）」に該当しますが、グループ内の輸送ձ社が輸送している場合はScope1,2に該当する可能ੑがあります。このよ͏に、サプライ
チェーン্の各活動が、Scope1,2か、Scope3かを意ࣝしながら、カテゴリに෼ྨしていく必要があります。

࣌ؒతൣғʹ͍ͭͯ
ࣗ社の活動からの排出量（Scope1,2）については、算定ର৅とした報告೥度に実ࡍに೩料ফඅなどで排出した排出量が該当します。一方、Scope3排
出量（サプライチェーンの্ྲྀやԼྲྀの排出量）の排出࣌ظは、算定ର৅とした報告೥度とはҟなる場合があります。例えば、原ࡐ料の製଄等に関して
は、報告೥度ではなくաڈに製଄されている場合が૝定されます。また、製品の使用や廃棄に関する排出については、কདྷの排出量をਪ計することに
なります。表̏ に、Scope3排出量のカテゴリごとに、算定ର৅となる活動が実ࡍに排出している࣌ظを整理します。

原材料調達

単体

廃棄物処理 販売

グループ内
部品メーカーC
部品C製造

グループ内
物流会社
部品輸送

グループ内
物流会社
部品輸送

グループ内
リース会社
製品のリース

リース稼働

グループ内
部品メーカーD
部品D製造

ਤ̐ ɹグループ単位をࣗ社のൣғとする考え方のイϝーδ

本社

工場
製品製造

Scope3

? ?

STEP2  算定ର৅ൣғの֬ೝ
基本ガイドライン：Ⅰ-14ʙ15ɺᶘ-1ʙ7参照

Scope1
Scope2

άループ単位ͰのࣗࣾʢScope1,2ʣ

原材料調達

表 2ɹサプライチェーン排出量の算定ର৅ൣғ

۠෼ 算定ର৅にؚΊΔൣғʢ原ଇʣ

ԹࣨޮՌガス
エωルΪーݯىCO2、ඇエωルΪーݯىCO2、ϝタン（CH4）、一ࢎԽೋ஠ૉ（N2O）、ϋイドロフルΦロカーϘ
ンྨ（HFCs）、ύーフルΦロカーϘンྨ（PFCs）、࿡;ͬԽེԫ（SF6）、ࡾ;ͬԽ஠ૉ（NF3）
※算定・報告・公表制度における温室効果ガスの種ྨとಉ͡

૊৫的ൣғ

ࣗ社 ࣗ社ٴͼグループձ社のすべての෦໳、すべての事業ॴ（Scope1,2にؚΉൣғ）

্ྲྀ Scope3カテゴリ1~8に該当する事業者

Լྲྀ Scope3カテゴリ9~15に該当する事業者

஍理的ൣғ ͼ海外ٴ内ࠃ

活動のछྨ サプライチェーンにおいて、温室効果ガスの排出に関するすべての活動

࣌ؒ的ൣғ
1೥ؒの事業活動に܎るサプライチェーン排出
※ࣗ社の活動からの排出量については、算定ର৅とした࣌ظに実ࡍに排出した排出量ですが、サプライチェーンの
্ྲྀやԼྲྀの排出量の排出࣌ظは、ࣗ社の活動から温室効果ガスが排出される೥度とはҟなる場合があります。
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? ?

STEP2  算定ର৅ൣғの֬ೝ
基本ガイドライン：Ⅰ-14ʙ15ɺᶘ-1ʙ7参照

Scope1
Scope2

άループ単位ͰのࣗࣾʢScope1,2ʣ

原材料調達

表 3ɹ算定ର৅とする排出量が実ࡍに排出される೥度

Scope3カテゴリ աڈ ใࠂ೥౓ কདྷ ใࠂ೥౓に算定ର৅とすΔ排出量

1 ೖした੡඼ɾサーϏスߪ 報告೥度に調ୡした原ࡐ料・サーϏスに関する製଄等に൐͏排出量

2 ࡒ本ࢿ

報告೥度にݐ設・設ஔされたࢪ設・設備のݐ設・製଄に൐͏排出量
※複数೥にΘたͬて、ݐ設・製଄されている場合には、ݐ設・製଄が
ऴྃした࠷ऴ೥に計্します。େきな資࢈のߪ入が数೥に一度だと
すれば、排出量は೥によͬてม動します。

3
Scope1,2 にؚまΕない೩ྉ
ͼΤωルΪーؔ࿈活動ٴ

報告೥度にࣗ社が使用した電気・೤の製଄աఔでの೩料調ୡ等に൐͏
排出量

4 輸送ɺ഑送ʢ্ྲྀʣ 報告೥度にࣗ社からҕୗしたྲྀ௨に൐͏排出量

5 活動͔Β出Δ廃棄物ۀࣄ 報告೥度にࣗ社の事業活動からൃੜする廃棄物（༗Ձのものはআく）
のࣗ社Ҏ外での輸送（※1）、処理に൐͏排出量

6 出ு 報告೥度にࣗ社がৗ࣌使用するै業һの出ு等、業຿におけるै業һ
のҠ動のࡍに使用するަ௨機関における೩料・電力ফඅに൐͏排出量

7 ۈ用ऀの௨ޏ 報告೥度にࣗ社がৗ࣌使用するै業һの޻場・事業ॴ΁の௨࣌ۈに使
用するަ௨機関における೩料・電力ফඅに൐͏排出量

8 リース࢈ࢿʢ্ྲྀʣ 報告೥度にࣗ社が௞आしているリース資࢈のૢ業に൐͏排出量

9 輸送ɺ഑送ʢԼྲྀʣ 報告೥度に製଄・ൢചした製品・サーϏス等のྲྀ௨に൐͏排出量

10 ൢചした੡඼のՃ޻ 報告೥度に製଄・ൢചした製品・サーϏス等のՃ޻に൐͏排出量

11 ൢചした੡඼の使用 報告೥度に製଄・ൢചした製品・サーϏス等の使用に൐͏排出量

12 ൢചした੡඼の廃棄 報告೥度に製଄・ൢചした製品・サーϏス等の処理に൐͏排出量

13 リース࢈ࢿʢԼྲྀʣ 報告೥度にࣗ社が௞ି事業者としてॴ༗し、ଞ者に௞ିしているリー
ス資࢈の運用に൐͏排出量

14 ϑランチϟイζ
報告೥度に報告事業者がフランチϟイζओ࠻者である場合、フラン
チϟイζՃໍ者（フランチϟイζܖ໿をక結している事業者）におけ
るScope1,2 の排出量

15 ౤ࢿ

報告೥度に౤資（ג式౤資、݊࠴౤資、プロδェクトファイφンスなど）
の運用に൐͏排出量
、式౤資は報告೥度の౤資先排出量を҈෼して計্する。一方ג※
プロδェクトファイφンスは౤資した೥にプロδェクトؒظ中の
排出量を一ׅで計্する。

※1 Scope3基準ٴͼ基本ガイドラインでは、輸送を೚意算定ର৅としています。ɹ
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ਤ̑ ɹ各カテゴリ΁のScope3活動の෼ྨ

STEP1で設定した算定໨的を考ྀし、サプライチェーン্の各活動の算定方針（算定ਫ਼度や算定方法等）を
ܾ定します。留意点については、21ϖーδをご参照ください。

STEP4-1 算定の໨的をྀߟしɺ算定方਑をܾ定

データ収集߲໨とデータ収集先の整理をします。表̑ にデータ整理例を示していますので、ࣗ 社の活動を考え
るࡍにご参照ください。

STEP4-2 データऩू߲໨を੔理しɺデータをऩू

5ϖーδの基本式を用いて、各カテゴリの排出量を算定します。

STEP4-3 ֤カテゴリの排出量を算定します。

算定ର৅ൣғを֬ೝしたޙはScope3活動をカテゴリ1ʙ15に෼ྨしていきます。カテゴリの概要は2ʙ3

ϖーδをご参照ください。さらに詳細なカテゴリの内༰は基本ガイドラインୈ2෦をご参照ください。Scope3

活動の෼ྨについては表̐ をご参照ください。

算定໨的がୡ੒できるϨベルを考ྀしながら、各カテゴリについて算定方針のܾ定、データの収集、排出量の
算定を実ࢪします。

単体
グループ内

部品メーカーC
部品C製造

άϧーϓ֎
෦඼ϝーΧー"
෦඼"੡଄

άϧーϓ֎
物ྲྀձࣾ
෦඼༌ૹ

άϧーϓ֎
物ྲྀձࣾ
෦඼༌ૹ

άϧーϓ֎
物ྲྀձࣾ
෦඼༌ૹ

グループ֎
リースར༻ऀ
製品Քಇ

άϧーϓ֎
Ұൠফඅऀ
੡඼࢖༻

άϧーϓ֎
販売ձࣾ
੡඼販売

άϧーϓ֎
物ྲྀձࣾ
廃棄物༌ૹ

άϧーϓ֎
廃棄処理ձࣾ
廃棄物処理

άϧーϓ֎
廃棄処理ձࣾ
廃棄物処理

άϧーϓ֎
෦඼ϝーΧー#
෦඼#੡଄

άϧーϓ֎
෦඼ϝーΧー&
෦඼&੡଄

ࡒ本ࢿ��
��ΤωルΪーؔ࿈׆ಈ
��ग़ு
ۈの௨ऀ༺ޏ��
��リース࢈ࢿʢ্流ʣグループ内

物流会社
部品輸送

グループ内
物流会社
部品輸送

グループ内
リース会社
製品のリース

グループ内
部品メーカーD
部品D製造

άループ単位ͰのࣗࣾʢScope1,2ʣ

本社

工場製品製造

01 04

01 04

01 04 05 09 11 1205

ಈ׆Ҏ֎ͷ4DPQF�্ྲྀهࠨ

���ൢചͨ͠製品のՃ工
���ϑϥϯνϟΠζ
���౤ࢿ

ಈ׆Ҏ֎ͷ4DPQF�Լྲྀهࠨ

基本ガイドライン：第2෦ʢᶘ-1ʙ52ʣ参照本書：2-3ページ参照

STEP3  Scope3活動の֤カテゴリ΁の෼ྨ
基本ガイドライン：第2෦ʢᶘ-1ʙ52ʣ参照本書：5ɺ21ページ参照

STEP4  ֤カテゴリの算定

任意

※ਤ中のനൈき文ؙࣈ数ࣈはカテゴリを示します。

表4ɹ各カテゴリ΁のScope3活動の෼ྨ結果（例）

Scope3カテゴリ ֘౰すΔ活動ʢ例ʣ

1 ೖした੡඼ɾサーϏスߪ 原ࡐ料の調ୡ、ύッέーδングの外෦ҕୗ、ফ໣品の調ୡ

2 ࡒ本ࢿ ੜ࢈設備の૿設
（複数೥にΘたりݐ設・製଄されている場合には、ݐ設・製଄がऴྃした࠷ऴ೥に計্）

3
Scope1,2 にؚまΕない೩ྉ
ͼΤωルΪーؔ࿈活動ٴ

調ୡしている೩料の্ྲྀ޻ఔ（۷࠾、ਫ਼製等）
調ୡしている電力の্ྲྀ޻ఔ（ൃ電に使用する೩料の۷࠾、ਫ਼製等）

4 輸送ɺ഑送ʢ্ྲྀʣ 調ୡ物ྲྀ、ԣ࣋物ྲྀ、出ՙ物ྲྀ（ࣗ社がՙओ）

5 活動͔Β出Δ廃棄物ۀࣄ 廃棄物（༗Ձのものはআく）のࣗ社Ҏ外での輸送（※1）、処理

6 出ு ै業һの出ு

7 ۈ用ऀの௨ޏ ै業һの௨ۈ

8 リース࢈ࢿʢ্ྲྀʣ ࣗ社が௞आしているリース資࢈のՔಇ
（算定・報告・公表制度では、Scope1,2 に計্するため、該当なしのέースがେ൒）

9 輸送ɺ഑送ʢԼྲྀʣ 出ՙ輸送（ࣗ社がՙओの輸送Ҏ߱）、૔ݿでのอ؅、খചళでのൢച

10 ൢചした੡඼のՃ޻ 事業者による中ؒ製品のՃ޻

11 ൢചした੡඼の使用 使用者による製品の使用

12 ൢചした੡඼の廃棄 使用者による製品の廃棄࣌の輸送（※2）、処理

13 リース࢈ࢿʢԼྲྀʣ ࣗ社が௞ି事業者としてॴ༗し、ଞ者に௞ିしているリース資࢈のՔಇ

14 ϑランチϟイζ ࣗ社がओ࠻するフランチϟイζのՃໍ者のScope1,2 に該当する活動

15 ౤ࢿ ౤資、プロδェクトファイφンスなどの運用݊࠴、式౤資ג

ͦのଞʢ೚ҙʣ ै業һやফඅ者の೔ৗੜ活
※1 Scope3基準ٴͼ基本ガイドラインでは、輸送を೚意算定ର৅としています。ɹ
※2 Scope3基準ٴͼ基本ガイドラインでは、輸送を算定ର৅外としていますが、算定௖いてもߏいまͤΜ。
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ਤ̑ ɹ各カテゴリ΁のScope3活動の෼ྨ

STEP1で設定した算定໨的を考ྀし、サプライチェーン্の各活動の算定方針（算定ਫ਼度や算定方法等）を
ܾ定します。留意点については、21ϖーδをご参照ください。

STEP4-1 算定の໨的をྀߟしɺ算定方਑をܾ定

データ収集߲໨とデータ収集先の整理をします。表̑ にデータ整理例を示していますので、ࣗ 社の活動を考え
るࡍにご参照ください。

STEP4-2 データऩू߲໨を੔理しɺデータをऩू

5ϖーδの基本式を用いて、各カテゴリの排出量を算定します。

STEP4-3 ֤カテゴリの排出量を算定します。

算定ର৅ൣғを֬ೝしたޙはScope3活動をカテゴリ1ʙ15に෼ྨしていきます。カテゴリの概要は2ʙ3

ϖーδをご参照ください。さらに詳細なカテゴリの内༰は基本ガイドラインୈ2෦をご参照ください。Scope3

活動の෼ྨについては表̐ をご参照ください。

算定໨的がୡ੒できるϨベルを考ྀしながら、各カテゴリについて算定方針のܾ定、データの収集、排出量の
算定を実ࢪします。

単体
グループ内

部品メーカーC
部品C製造

άϧーϓ֎
෦඼ϝーΧー"
෦඼"੡଄

άϧーϓ֎
物ྲྀձࣾ
෦඼༌ૹ

άϧーϓ֎
物ྲྀձࣾ
෦඼༌ૹ

άϧーϓ֎
物ྲྀձࣾ
෦඼༌ૹ

グループ֎
リースར༻ऀ
製品Քಇ

άϧーϓ֎
Ұൠফඅऀ
੡඼࢖༻

άϧーϓ֎
販売ձࣾ
੡඼販売

άϧーϓ֎
物ྲྀձࣾ
廃棄物༌ૹ

άϧーϓ֎
廃棄処理ձࣾ
廃棄物処理

άϧーϓ֎
廃棄処理ձࣾ
廃棄物処理

άϧーϓ֎
෦඼ϝーΧー#
෦඼#੡଄

άϧーϓ֎
෦඼ϝーΧー&
෦඼&੡଄

ࡒ本ࢿ��
��ΤωルΪーؔ࿈׆ಈ
��ग़ு
ۈの௨ऀ༺ޏ��
��リース࢈ࢿʢ্流ʣグループ内

物流会社
部品輸送

グループ内
物流会社
部品輸送

グループ内
リース会社
製品のリース

グループ内
部品メーカーD
部品D製造

άループ単位ͰのࣗࣾʢScope1,2ʣ

本社

工場製品製造

01 04

01 04

01 04 05 09 11 1205

ಈ׆Ҏ֎ͷ4DPQF�্ྲྀهࠨ

���ൢചͨ͠製品のՃ工
���ϑϥϯνϟΠζ
���౤ࢿ

ಈ׆Ҏ֎ͷ4DPQF�Լྲྀهࠨ

基本ガイドライン：第2෦ʢᶘ-1ʙ52ʣ参照本書：2-3ページ参照

STEP3  Scope3活動の֤カテゴリ΁の෼ྨ
基本ガイドライン：第2෦ʢᶘ-1ʙ52ʣ参照本書：5ɺ21ページ参照

STEP4  ֤カテゴリの算定

任意

※ਤ中のനൈき文ؙࣈ数ࣈはカテゴリを示します。

表5ɹ各カテゴリの算定方針とデータ収集߲໨、データ収集先の整理（例）
カテ
ゴリ ֘౰すΔ活動 算定方法 データऩू߲໨ データऩूઌ
1 原ࡐྉのௐୡ 調ୡ物ごとの೥ؒ調ୡ量から算定 調ୡ物ごとの調ୡ量 各種調ୡデータ
2 ੜ࢈ઃඋの૿ઃ ೥ؒ設備౤資金額をもとに算定 ೥ؒ設備౤資金額 ༗Ձূ݊報告書
3 ΤωルΪーؔ࿈活動 ೥ؒでの各種エωルΪー使用量をもとに算定 ೥ؒのエωルΪー種ผごとの使用量 Scope1,2 算定用データ

4
1.ௐୡ物ྲྀ
2. 出ՙ輸送
ʢ͕ࣗࣾՙओとなΔҕୗ物ྲྀʣ

1.  調ୡ先ٴͼೲ入場ॴのॅॴから輸送ڑ
཭をੵݟもり、算定

2.  省エω法（※1）の特定ՙओ定ظ報告
書の出ՙ輸送෦෼を利用

1.  調ୡॏ量ٴͼ調ୡ先のॅॴ

2.  省エω法（※1）の特定ՙओ定ظ報告
書における出ՙ輸送෼

1.  各種調ୡデータ
（調ୡ先のॅॴٴͼ調ୡॏ量）

2.  省エω法（※1）の特定ՙओ定
報告書ظ

5 ֎෦ҕୗの廃棄物処理 廃棄物処理ҕୗ量から算定 廃棄物種ผごと処理方法ごとの処理ҕୗ量 環境報告書用の集計値
（廃૟法（※2）のϚχュフェスト等）

6 һの出ுۀै 出ுཱྀඅ金額から算定 ަ௨खஈผの出ுཱྀඅ金額 理データܦ
7 ۈһの௨ۀै ௨ۈඅڅࢧ金額から算定 ௨ۈखஈผの௨ۈඅڅࢧ額 理データܦ

8 ͕ࣗࣾ௞आしていΔリース࢈ࢿ
のՔಇ

既にScope1,2 に計্ࡁΈのため、該当
なし ʵ ʵ

9 出ՙ輸送
ʢ͕ࣗࣾՙओとなΔ輸送Ҏ߱ʣ 出ՙ先のॅॴからγφリΦを設定し算定 出ՙॏ量ٴͼ出ՙ先のॅॴ 出ՙ先データ

（出ՙ先のॅॴおよͼ出ՙॏ量）
10 ޻にΑΔதؒ੡඼のՃऀۀࣄ Ճ޻γφリΦを設定して算定 ൢചした製品のՃ޻方法 製品設計データ（Ճ޻）

11 使用ऀにΑΔ੡඼の使用 実測値もしくは使用γφリΦを設定して算定 実測値、࢓様値、カタログ値、製品カテ
ゴリの平均値、等 製品使用データ（使用）

12 使用ऀにΑΔ੡඼の廃棄処理 1.  実測値もしくはγφリΦを設定して算定
2.  ༰器リサイクル法の報告値を利用

1.  実測値、࢓様値、カタログ値、製品カ
テゴリの平均値、等

2.  ༰器リサイクル法の࠶঎品Խٛ຿量

1.  製品設計データ（෼ղ）
2.  ༰器リサイクル法における࠶঎
品Խٛ຿量

13 ଞऀに௞ିしていΔリース࢈ࢿ
のՔಇ

実測値もしくは使用γφリΦを設定して
算定

実測値、࢓様値、カタログ値、製品カテ
ゴリの平均値、等 リース資࢈ॴ؅෦ॺ

14 ͕ࣗࣾओ࠻すΔϑランチϟイζ
のՃໍऀのScope1,2 の排出量 フランチϟイζՃໍళのScope1,2 を算定 フランチϟイζՃໍళのScope1,2 フランチϟイζՃໍళ

15
ࢿ౤݊࠴ɺࢿ式౤ג.1
2.プロジェΫトϑΝイφンス

1.  ౤資先の೥ؒScope1,2 排出量の͏ͪ、
౤資࣋෼ൺ཰を算定

2.  プロδェクトのੜ֔Քಇ࣌排出を報告
ର৅೥に計্

1.౤資先のScope1,2 排出量
2.౤資࣋෼ൺ 理データ（༗Ձূ݊報告書等）ܦ

ͦのଞʢ೚ҙʣ
һ΍ফඅऀの೔ৗੜ活ۀै

サンプルੈଳの環境Ո計฽からの排出量
からਪ計 サンプルੈଳの環境Ո計฽からの排出量 サンプルੈଳの環境Ո計฽

※1 省エω法ɿエωルΪーの使用の合理Խ等に関する法཯ɹɹ※2ɹ廃૟法ɿ廃棄物の処理ٴͼਗ਼૟に関する法཯
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排出原単位データベース：26ページ参照

サプライチェーン排出量算定の

つ̐のSTEPにΑΔϞデルࢼ算
「カテゴリ̒ ɹ出ு」に関するϞデルࢼ算をԼ記に掲載しました。Ϟデルࢼ算をಡΈਐめながら、実ࡍに基本ガ
イドラインや排出原単位データべースを使用して௖くことで、̐つのSTEPによる算定の参考としてください。

STEP1ɹ算定໨的のઃ定
Ϟデルࢼ算の算定の໨的を「ࣗ社のサプライチェーン排出量の概要を௫Ήこと」と૝定しました。

STEP2ɹ算定ର৅ൣғの֬ೝ
Ϟデルࢼ算ですので、算定ର৅となる૊৫を「グループ単位でのࣗ社」ではなく、ࣗ 社単ಠ（※）としました。
※本དྷはサプライチェーン排出量の算定のࡍには、グループ単位をࣗ社ととらえて算定する必要があります。

STEP3ɹ活動の֤カテゴリ΁の෼ྨ
「ै業һの出ு」を算定します。「ै業һの出ு」はカテゴリ6に෼ྨされます。

STEP4ɹ֤カテゴリの算定
カテゴリ6を算定します。基本ガイドラインと排出原単位データベースをご用意ください。

STEP4-1.  まͣ算定の໨的を考ྀし、算定方針をܾ定します。
。算では、算定の໨的を「ࣗ社のサプライチェーン排出量の概要を௫Ήこと」と૝定しましたࢼճのϞデルࠓ⁞ 

算定໨的に照らし合Θͤてデータ収集が؆単な方法がྑいと൑அし、算定方針は「ै業һ数から؆қ的に算定する」
ことにܾ定しました。

   基本ガイドラインᶘ-25ϖーδから、ै 業һ数から算定する式（6-7）を選択しました。

STEP4-2. ࣍にデータ収集߲໨を整理し、データを収集します。
 ⁠ 必要なデータは「ै業һ数」と「ै業һあたりの排出原単位」です。
 ⁡「ै業һ数」は、社内のデータ（または、ࣗ 社のϗームϖーδ等）より、500ਓと൑明しました。

 ⁢「ै業һあたりの排出原単位」は、h排出原単位データベース のɦ26ϖーδから、排出原単位は0.130t-CO2/ਓ・೥
と൑明しました。

STEP4-3. 収集したデータを基に、活動量と排出原単位から排出量を算定します。
 ⁣ खॱ̎ で収集したデータを基に、基本式「活動量ʷ排出原単位」で算定します。
 ɹʻै業һ数ʼ̫「ै業һあたりの排出原単位」＝500ਓ 0̫.130t-CO2/ਓ・೥＝65t-CO2

Ҏ্で「ै業һの出ு」（カテゴリ6）の算定はऴྃです。ଞのカテゴリについても基本的にはこのよ͏なྲྀれ
で算定します。15カテゴリを合計するとサプライチェーン排出量の͏ͪScope3排出量となります。

基本ガイドライン：ᶘ-24ʙ25ページ参照
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